
研究開始から論文掲載まで

第1回 研究を始めよう！ 臨床疑問を研究テーマに

～文献検討のいろは～
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助産実践の中から導き出される看護研究
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本演題に関連して、開示すべき利益相反状態はありません。



主な内容

1. 助産実践での研究の意義・必要性

2. 助産実践での研究疑問

3. 研究テーマの選択

4. 文献検討とは

5. 文献検討の意義・必要性



助産師にとっての研究の意義・必要性

＜なぜ研究をするのか？＞

 エビデンスに基づいた情報提供

 助産師の経験値にエビデンスをつける

 日常の助産ケアに研究の視点（疑問を感じ、科学的

に解決しようとする能力）を持つ
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Take home message

助産実践と研究はペア

文献検討が研究の基盤になる。
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